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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

　生体高分子の構造や機能の階層性を理解するには、分子レベルとマクロとを結ぶ、少数有限個の分子間相互作用の解明が重要である。高濃度な高分子溶液下において、高分子鎖は、絡み合いの効果により自由な並進運動が妨げられ、ミミズ様運動（レプテイション）をする。このようなトポロジカルな相互作用を１分子レベルで実測することは、理論的に取り扱うことが可能な単純な実験系であっても容易なことではない。本研究では、１分子計測技術と高分子ゲル材料とを利用して、非特異的な分子間相互作用をナノ領域で計測する方法を開発する。そして、準希薄・濃厚溶液領域の特徴的な分子間相互作用であるレプテイションのダイナミクスを１分子レベルで捕らえることを目的としている。

　１分子のダイナミクス測定は、原子間力顕微鏡（AFM）を用いて行った。通常、AFMを用いた１分子計測では、固体基板上にターゲットとなる高分子鎖を固定し、探針を用いて高分子鎖を延伸することで、高分子鎖の分子内相互作用を実測する。本研究では、ターゲットとする分子をゲル内に閉じ込め、１分子をゲルから引き延ばすときの力をAFMで測定した。レプテイション相互作用の測定の可能性を調べるために、アクリルアミドゲル内の小数高分子鎖の測定を行った。アクリルアミドゲルの網目構造が、小数高分子鎖の力学挙動に影響を及ぼすことが分かった。また、１分子力学測定と光学測定とを同時測定することを目的として、エバネッセント光学系とAFM測定系とを組み合わせた装置を構築した。



	キーワード ＦＡ
	原子間力顕微鏡
	１分子ダイナミクス
	レプテイション
	ゲル


（以下は記入しないでください。）

	助成財団ｺｰﾄﾞ ＴＡ
	
	
	
	
	研究課題番号 ＡＡ
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	研究機関番号 ＡＣ
	
	
	
	
	
	シート番号
	


	　発表文献（この研究を発表した雑誌・図書について記入してください。）

	雑

誌
	論文標題ＧＢ
	

	
	著者名 ＧＡ
	
	雑誌名 ＧＣ
	

	
	ページ ＧＦ
	～
	発行年 ＧＥ
	
	
	
	
	巻号 ＧＤ
	

	雑

誌
	論文標題ＧＢ
	

	
	著者名 ＧＡ
	
	雑誌名 ＧＣ
	

	
	ページ ＧＦ
	～
	発行年 ＧＥ
	
	
	
	
	巻号 ＧＤ
	

	雑

誌
	論文標題ＧＢ
	

	
	著者名 ＧＡ
	
	雑誌名 ＧＣ
	

	
	ページ ＧＦ
	～
	発行年 ＧＥ
	
	
	
	
	巻号 ＧＤ
	

	図

書
	著者名 ＨＡ
	

	
	書名 ＨＣ
	

	
	出版者 ＨＢ
	
	発行年 ＨＤ
	
	
	
	
	総ﾍﾟｰｼﾞ ＨＥ
	

	図

書
	著者名 ＨＡ
	

	
	書名 ＨＣ
	

	
	出版者 ＨＢ
	
	発行年 ＨＤ
	
	
	
	
	総ﾍﾟｰｼﾞ ＨＥ
	


	欧文概要　ＥＺ

In order to understand the relationship between the structure and the function in soft materials such as gels and cells. it is important to measure the nonspecific (physical) interactions between the polymers at the single molecular level.  We conducted the extraction experiments of single polymer incorporated into hydrogels with an atomic force microscope (AFM) as a model for investigating the dynamics of intermolecular interactions such as reputation between macromolecules in a semi-dilute region at the single molecule level.  Small amount of polymer terminated with a thiol group was inserted in a polymer gels, and a part of the polymer segments on the gel surface was attempted to pull out of the gels with a gold-coated AFM tip.  The observed force-distance curves were classified into two kinds of extraction force profiles: a plateau force, which is almost constant irrespective of the tip-surface distance and a nonlinear force, which nonlinearly increases with the extraction length.  Moreover we fabricated the combined system of an AFM and an evanescent optical microscope.
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